
(57)【要約】
【課題】洗浄用開口部面積が容積に比べ小さい容器やＯＡ機器のリサイクル部品の洗浄性
を向上させる。
【解決手段】カートリッジの再生方法および容器の洗浄方法において、カートリッジまた
は容器の洗浄用開口部の面積が１０ｃｍ 2以上１００ｃｍ 2以下であって、カートリッジま
たは容器の容量が５００ｃｍ 3以上５０００ｃｍ 3以下のものに対し、前記洗浄用開口部か
らドライアイス粉体を含んだエアをカートリッジまたは容器内部にドライアイスの噴射量
が３０ｇ／分以上３００ｇ /分以下で吹き付け洗浄する。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 内 に 、 ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を 含 ん だ エ ア を ド ラ イ ア イ ス の 噴 霧 量 が ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ３
０ ０ ｇ ／ 分 以 下 と な る よ う に 吹 き 付 け 洗 浄 す る こ と を 特 徴 と す る 容 器 の 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 本 体 に 脱 着 可 能 な カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 洗 浄 用 開 口 部 の 面 積 が １ ０ ｃ ｍ 2 以 上 １ ０ ０ ｃ ｍ 2 以 下 で あ っ て 、 前
記 カ ー ト リ ッ ジ の 容 量 が ５ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 上 ５ ０ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 下 の カ ー ト リ ッ ジ に 対 し 、 前 記
洗 浄 用 開 口 部 か ら ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を 含 ん だ エ ア を 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 部 に ド ラ イ ア イ ス
の 噴 射 量 が ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ３ ０ ０ ｇ /分 以 下 で 吹 き 付 け 洗 浄 す る こ と を 特 徴 と す る カ ー ト
リ ッ ジ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 形 状 が 、 ド ラ イ ア イ ス を 吹 き 付 け 可 能 な 洗 浄 用 開 口 部 を 有 す る 一 端
の 長 さ に 対 し て 、 前 記 一 端 と 交 差 す る 他 端 の 長 さ の 方 が 長 い こ と を 特 徴 と す る カ ー ト リ ッ
ジ の 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 他 端 の 長 さ が １ ０ ｃ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 の 洗 浄 方 法 お よ び カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 省 資 源 化 の 観 点 か ら 、 各 分 野 に お い て 、 機 器 内 部 の 部 品 や 容 器 の リ サ イ ク ル が 進
め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 本 体 に 装 着 す る ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に お い て は 、 ユ ー ザ
ー か ら 引 き 取 ら れ た 使 用 済 み カ ー ト リ ッ ジ の 内 部 を 洗 浄 し 、 再 度 ト ナ ー 等 を 充 填 し て 再 利
用 し て い る 。 こ の よ う な カ ー ト リ ッ ジ の リ サ イ ク ル に お い て は 、 従 来 、 カ ー ト リ ッ ジ の 洗
浄 方 法 と し て 、 エ ア ー ブ ロ ー 、 エ ア ー 集 塵 や ア ル コ ー ル な ど の 溶 剤 に よ る ふ き 取 り な ど が
行 な わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の エ ア ー ブ ロ ー と エ ア ー 集 塵 で は 、 ト ナ ー の 飛 び 散 り に よ る 作 業 環
境 の 悪 化 を 引 き 起 こ し や す い こ と と 、 ま た 完 璧 な 清 掃 に は 長 時 間 を 要 し て い た 。 ま た 、 ア
ル コ ー ル な ど の 溶 剤 に よ る 汚 れ 残 り の ふ き 取 り の 場 合 に は 、 ア ル コ ー ル な ど の 溶 剤 の 気 化
等 に よ り 、 作 業 環 境 が 悪 化 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 リ サ イ ク ル 部 品 の 洗 浄 シ ス テ ム と し て 、 粒 状 の ド ラ イ ア イ ス を リ サ イ ク ル 部 品
の 表 面 に 沿 っ て 移 動 さ せ な が ら 吹 き 付 け 洗 浄 を 行 う シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ２ ２ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 洗 浄 シ ス テ ム は 、 リ サ イ ク ル 部 品 の 表 面 を 洗 浄 す る も の で あ り 、
し た が っ て 、 容 器 ま た は カ ー ト リ ッ ジ な ど の 洗 浄 用 開 口 部 が 、 容 器 ま た は カ ー ト リ ッ ジ の

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-144276 A 2005.6.9



容 量 に 対 し て 小 さ い 場 合 に お い て 、 そ の 内 部 を 洗 浄 す る 能 力 は 今 一 歩 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 洗 浄 用 開 口 部 が 容 量 に 対 し て 小 さ い 場
合 に お け る 容 器 ま た は カ ー ト リ ッ ジ の 内 部 の 洗 浄 性 を 向 上 さ せ る 洗 浄 方 法 お よ び 再 生 方 法
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） 容 器 内 に 、 ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を 含 ん だ エ ア を ド ラ イ ア イ ス の 噴 霧 量 が ３ ０ ｇ ／ 分
以 上 ３ ０ ０ ｇ ／ 分 以 下 と な る よ う に 吹 き 付 け 洗 浄 す る 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ド ラ イ ア イ ス の 噴 霧 量 を 上 記 範 囲 に す る こ と に よ っ て 、 洗 浄 用 開 口 部 が 容 量 に 対 し て 小
さ い 容 器 で あ っ て も 、 そ の 内 部 を 容 易 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ２ ） 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 本 体 に 脱 着 可 能 な カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、 前 記
カ ー ト リ ッ ジ の 洗 浄 用 開 口 部 の 面 積 が １ ０ ｃ ｍ 2 以 上 １ ０ ０ ｃ ｍ 2 以 下 で あ っ て 、 前 記 カ ー
ト リ ッ ジ の 容 量 が ５ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 上 ５ ０ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 下 の カ ー ト リ ッ ジ に 対 し 、 前 記 洗 浄 用
開 口 部 か ら ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を 含 ん だ エ ア を 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 部 に ド ラ イ ア イ ス の 噴 射
量 が ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ３ ０ ０ ｇ /分 以 下 で 吹 き 付 け 洗 浄 す る カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 で あ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の よ う な 洗 浄 開 口 部 の 面 積 お よ び 容 量 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ に お い て 、 ド ラ イ ア イ
ス 量 を 上 述 の 範 囲 と す る こ と に よ っ て 、 短 時 間 で 内 部 残 存 物 を 除 去 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 洗 浄 性 が 良 好 で あ る た め 、 ト ナ ー 等 を 再 充 填 し た カ ー ト リ ッ ジ を 電 子 写 真 画 像 形 成 装
置 に 装 着 し た の ち の 画 像 も 、 高 品 質 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） 上 記 （ ２ ） に 記 載 の カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 形 状
が 、 ド ラ イ ア イ ス を 吹 き 付 け 可 能 な 洗 浄 用 開 口 部 を 有 す る 一 端 の 長 さ に 対 し て 、 前 記 一 端
と 交 差 す る 他 端 の 長 さ の 方 が 長 い カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 洗 浄 に お け る ド ラ イ ア イ ス の 吹 き 付 け 距 離 が 長 い カ ー ト リ ッ ジ に 対 し て も 、 十 分 な 洗 浄
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ４ ） 上 記 （ ２ ） ま た は （ ３ ） に 記 載 の カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、 前 記 他 端 の
長 さ が １ ０ ｃ ｍ 以 上 で あ る カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄 用 開 口 部 が 容 量 に 対 し て 小 さ い 容 器 ま た は カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て
も 、 そ の 内 部 を 容 易 ま た は 十 分 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 ］
　 本 実 施 形 態 の カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 は 、 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 本 体 に 脱 着 可 能 な カ ー
ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 洗 浄 用 開 口 部 か ら ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を
含 ん だ エ ア を 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 部 に ド ラ イ ア イ ス を 吹 き 付 け 洗 浄 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ ー ト リ ッ ジ と し て は 、 帯 電 手 段 、 現 像 手 段 ま た は 、 ク リ ー ニ
ン グ 手 段 と 電 子 写 真 感 光 体 と を 一 体 的 に カ ー ト リ ッ ジ 化 し 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ を 画 像 形 成
装 置 本 体 に 対 し て 脱 着 可 能 と す る も の 、 ま た 、 上 記 電 子 写 真 感 光 体 /帯 電 部 材 /ク リ ー ニ ン
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グ 部 材 /現 像 部 材 な ど が 含 ま れ て い な い も の 、 電 子 写 真 感 光 体 を 含 ま な い ト ナ ー 供 給 用 カ
ー ト リ ッ ジ が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お け る カ ー ト リ ッ ジ が 着 脱 さ れ る 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 と し て は
、 例 え ば 電 子 写 真 複 写 機 、 電 子 写 真 プ リ ン タ ー （ 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ プ リ ン タ ー 、 レ ー ザ ー ビ ー
ム プ リ ン タ ー な ど ） 、 電 子 写 真 フ ァ ク シ ミ リ 装 置 な ど が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 の カ ー ト リ ッ ジ と し て は 、 主 に プ ラ ス チ ッ ク ス で 構 成 さ れ 、 内 部 に 金 属 部 品 を 含 む
場 合 と 含 ま な い 場 合 の ど ち ら で も 適 用 で き る 。 洗 浄 さ せ る た め の 対 象 と な る プ ラ ス チ ッ ク
部 品 と し て は 、 特 に 制 限 は な い が 、 感 光 体 と 帯 電 部 材 と ク リ ー ニ ン グ 部 材 を 一 体 と し た 枠
体 か ら 感 光 体 と 帯 電 部 材 を 外 し た プ ラ ス チ ッ ク を 中 心 と し た 部 材 や 、 ト ナ ー 収 納 部 か ら 現
像 ロ ー ル な ど を 外 し て 得 ら れ る プ ラ ス チ ッ ク を 中 心 と し た 部 材 や 、 電 子 写 真 感 光 体 /帯 電
部 材 /ク リ ー ニ ン グ 部 材 /現 像 部 材 な ど が 含 ま れ な い ト ナ ー 収 納 部 な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 プ ラ ス チ ッ ク ス と し て は 、 例 え ば 、 Ａ Ｂ Ｓ （ ア ク リ ロ ニ ト リ ル ／ ブ タ ジ エ ン
／ ス チ レ ン を 構 成 成 分 と す る ポ リ マ ー ） 樹 脂 、 Ｐ Ｃ Ａ Ｂ Ｓ （ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト /Ａ Ｂ Ｓ ）
樹 脂 、 Ｈ Ｉ Ｐ Ｓ （ 耐 衝 撃 性 （ Ｈ Ｉ ） ポ リ ス チ レ ン ） 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 変 性 Ｐ Ｐ Ｏ 樹
脂 （ 変 性 ポ リ フ ェ ニ レ ン オ キ シ ド 樹 脂 ） 、 Ｐ Ｐ （ ポ リ プ ロ ピ レ ン ） 樹 脂 、 Ｐ Ｅ （ ポ リ エ チ
レ ン ） 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 を 、 単 独 ま た は ２ 種 以 上 組 み 合 わ せ た 樹 脂 構 成 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ に 充 填 さ れ る ト ナ ー し て は 、 混 練 粉 砕 ト ナ ー お よ び 重 合 ト ナ ー （ 例 え
ば Ｅ Ａ ト ナ ー ） が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら は 、 黒 色 ト ナ ー 、 カ ラ ー ト ナ ー の い ず れ で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 再 生 方 法 で は 、 カ ー ト リ ッ ジ の 洗 浄 用 開 口 部 の 面 積 が １ ０ ｃ ｍ 2

以 上 １ ０ ０ ｃ ｍ 2 以 下 で あ っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ の 容 量 が ５ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 上 ５ ０ ０ ０ ｃ ｍ 3 以
下 で あ る カ ー ト リ ッ ジ に 対 し て 、 良 好 な 洗 浄 性 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 カ ー ト リ ッ ジ の 洗
浄 用 開 口 部 の 面 積 が ２ ０ ｃ ｍ 2 以 上 ８ ０ ｃ ｍ 2 以 下 で あ っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ の 容 量 が ７ ０ ０
ｃ ｍ 3 以 上 ４ ５ ０ ０ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 再 生 方 法 は 、 上 記 洗 浄 用 開 口 部 の 面 積 と 容 積 と の 比 が １ ： １ ０ 以
上 の 範 囲 に お け る カ ー ト リ ッ ジ に 対 し て 、 良 好 な 洗 浄 性 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 １ ： ６ ０
～ １ ： １ ０ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ド ラ イ ア イ ス の 噴 射 量 は 、 ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ３ ０ ０ ｇ /分 以 下 が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く
は ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 １ ５ ０ ｇ ／ 分 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ７ ０ ｇ ／ 分 以 下 で
あ る 。 上 記 範 囲 内 で ド ラ イ ア イ ス を 噴 霧 す る こ と に よ っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 の 残 留 物 を 十
分 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ド ラ イ ア イ ス 粒 子 の 粒 径 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ １ ｍ ｍ か ら １ ． ０ ｍ ｍ 、 よ り 好 ま し く は
０ ． １ ｍ ｍ か ら １ ． ０ ｍ ｍ で あ る 。 上 記 粒 径 に す る こ と に よ り 、 洗 浄 時 に カ ー ト リ ッ ジ の
端 部 に ほ と ん ど 堆 積 す る こ と な く 、 ま た 良 好 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ド ラ イ ア イ ス 粒 子 を 含 む エ ア の 圧 力 は 、 ０ ． ２ Ｍ Ｐ ａ か ら ０ .７ Ｍ Ｐ ａ で あ る こ と が 好
ま し く 、 ま た 、 上 述 し た ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 に 応 じ て 、 上 記 圧 力 を 調 節 す る こ と が 好 ま し
い 。 例 え ば 、 噴 射 量 を ３ ０ ｇ ／ 分 付 近 に し た 場 合 に は 、 エ ア の 圧 力 は １ ０ Ｍ Ｐ ａ 付 近 と し
、 一 方 、 噴 射 量 を ３ ０ ０ ｇ /分 付 近 と し た 場 合 に は 、 エ ア 圧 力 を ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ 付 近 と す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 ド ラ イ ア イ ス を 含 む エ ア の 風 量 は 、 ０ ． １ Ｎ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ か ら １ ． ０ Ｎ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ 、 好
ま し く は ０ ． ２ Ｎ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ か ら ０ ． ７ Ｎ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。 上 記 風 量 に す る こ と に よ
っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 部 の 残 留 物 の 再 付 着 を 防 止 し な が ら 効 率 よ く 除 去 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 再 生 方 法 を 行 う 環 境 下 の 湿 度 は 、 特 に 制 限 は 無 い が 、 好 ま し く は ５ ０ Ｒ
Ｈ ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ Ｒ Ｈ ％ 以 下 で あ る 。 上 記 湿 度 に す る こ と に よ っ て 、 ド ラ イ
ア イ ス 噴 射 に よ る カ ー ト リ ッ ジ 内 壁 へ の 結 露 を 抑 制 し 、 洗 浄 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ［ 容 器 の 洗 浄 方 法 ］
　 容 器 内 に 、 ド ラ イ ア イ ス 粉 体 を 含 ん だ エ ア を ド ラ イ ア イ ス の 噴 射 量 が ３ ０ ｇ ／ 分 以 上 ３
０ ０ ｇ ／ 分 以 下 と な る よ う に 吹 き 付 け 洗 浄 す る 容 器 の 洗 浄 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 上 記 容 器 と し て は 、 飲 料 用 容 器 、 デ リ バ リ ー の リ サ イ ク ル 用 食
器 、 リ サ イ ク ル 食 品 充 填 容 器 、 リ サ イ ク ル 原 料 充 填 容 器 、 ま た は Ｏ Ａ 機 器 の リ サ イ ク ル 部
品 な ど が 挙 げ ら れ 、 ま た 、 上 記 容 器 の 形 状 が 、 例 え ば 洗 浄 用 開 口 部 が 容 量 に 対 し て 小 さ い
形 状 の 場 合 、 特 に 洗 浄 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 カ ー ト リ ッ ジ の 再 生 方 法 に お い て 説 明 し た 、 洗 浄 時 の 洗 浄 用 開 口 部 の 面 積 、 容 量
、 面 積 と 容 量 の 比 、 ド ラ イ ア イ ス の 噴 射 量 、 ド ラ イ ア イ ス 噴 射 時 の エ ア 圧 力 、 ド ラ イ ア イ
ス 粒 子 の 粒 径 、 噴 射 時 の 環 境 条 件 に つ い て は 、 容 器 の 洗 浄 方 法 に お い て も 同 様 で あ る た め
、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 実 施 例 を あ げ て 、 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は こ れ ら
の 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ２ ０ ０ ｇ /分 に て １ 分 間 洗 浄 し た
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は 、 ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、
洗 浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ０
個 で あ っ た 。 な お 、 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ２ 個 以 内 で あ れ ば 、 再 充 填 カ ー ト リ ッ ジ を 使
用 し た 電 子 写 真 画 像 形 成 装 置 に よ る 画 質 は 所 望 の 高 画 質 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ６ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 １ ５ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し た
。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗
浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ０ 個
で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ６ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ５ ０ ｇ /分 に て １ 分 間 洗 浄 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗
浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ０ 個
で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ａ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ７ ８ ． ５ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ７ ８ ５ ． ０ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ５ ０ ｇ /分 に て ０ ． ５ 分 間 洗 浄 し
た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗
浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ０ 個
で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｃ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ７ ８ ． ５ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ４ ０ ８ ２ ． ０ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残
っ た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着
し た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、
ド ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ２ ０ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し
た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗
浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て １ 個
で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ .７ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 １ ． ０ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ５ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し た 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に は ト ナ ー の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗
浄 前 と 同 一 寸 法 で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て ０ 個
で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 実 施 例 ７ ）
　 食 品 充 填 用 容 器 （ 開 口 部 面 積 ５ ０ ｃ ｍ 2 ／ 容 積 ５ ０ ０ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け
て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ た 残 留 物 は エ ア ー ブ ロ ー で 除 去 で き る も の を 除 去 し た
。 そ の あ と 、 容 器 内 を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ .７ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド ラ
イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ５ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 洗 浄 を 終 え た 容 器 に は 残 留 物 の 付 着 は 無 く 、 全 長 を 計 測 し た と こ ろ 、 洗 浄 前 と 同 一 寸 法
で あ っ た 。 ま た 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対 し て 　 ０ .０ １ ｇ で あ っ
た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 比 較 例 １ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2 ／
容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ た
ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し た
ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド ラ
イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ４ ０ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 奥 に ド ラ イ ア イ ス 粉 体 が 残 っ て お り 、 カ ー ト リ ッ ジ
内 部 に は ト ナ ー が 残 留 し て い た 。 そ し て 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対
し て ３ ０ 個 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 比 較 例 ２ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ３ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ３ ． ０ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ２ ０ ０ ｇ /分 に て ２ 分 間 洗 浄 し た
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 奥 に ド ラ イ ア イ ス 粉 体 が 残 っ て お り 、 カ ー ト リ ッ ジ
内 部 に は ト ナ ー が 残 留 し て い た 。 そ し て 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対
し て １ ５ ０ 個 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 比 較 例 ３ ）
　 複 写 機 機 能 と プ リ ン タ ー 機 能 を 有 す る 富 士 ゼ ロ ッ ク ス 製 Ｄ ｏ ｃ ｕ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｅ 　 Ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ３ ２ ０ 　 Ｃ Ｐ に 使 用 し た Ｂ タ イ プ の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ （ 開 口 部 面 積 ２ ８ ． ３ ｃ ｍ 2

／ 容 積 ８ ４ ７ ． ８ ｃ ｍ 3 ） を 回 収 し 、 上 部 に 取 り つ け て い る キ ャ ッ プ を 外 し 、 内 部 に 残 っ
た ト ナ ー は エ ア ー ブ ロ ー で 容 易 に 除 去 で き る も の を 除 去 し た 。 そ の あ と 、 ト ナ ー が 付 着 し
た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を ド ラ イ ア イ ス 粉 体 洗 浄 設 備 に セ ッ ト し 、 ０ ． ６ Ｍ Ｐ ａ の 圧 力 、 ド
ラ イ ア イ ス 粉 体 粒 径 約 ３ ． ０ ｍ ｍ で ド ラ イ ア イ ス 噴 射 量 ４ ０ ０ ｇ /分 に て １ 分 間 洗 浄 し た
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 洗 浄 を 終 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 奥 に ド ラ イ ア イ ス 粉 体 が 残 っ て お り 、 カ ー ト リ ッ ジ
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内 部 に は ト ナ ー が 残 留 し て い た 。 そ し て 、 １ ｍ ｍ 以 上 の 異 物 の 残 量 は 容 量 １ ０ ０ ｃ ｃ に 対
し て ２ ０ ０ 個 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 下 に 、 上 述 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 以 上 の 結 果 よ り 、 上 述 の 開 口 部 と 容 積 を 有 す る 容 器 ま た は カ ー ト リ ッ ジ に お い て 、 上 述
の 範 囲 で ド ラ イ ア イ ス を 噴 射 す る こ と に よ っ て 、 良 好 な 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 。 そ の 結
果 、 再 充 填 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ を 用 い た 際 の 電 子 写 真 が 造 形 性 装 置 に お い て 高 品 質 の 画 質
を 得 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 洗 浄 用 開 口 部 面 積 が 容 積 に 比 べ 小 さ い 容 器 や Ｏ Ａ 機 器 の リ サ イ ク ル 部 品 の 洗 浄 用 途 に 用
い る こ と が で き る 。
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